
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

◆◆  注意 ◆◆ 

また、医師の業務の特性から「管

理監督者ではないか？」という

考えもあるようです。労働基準

法で定義されている管理監督者

に該当すれば、時間外勤務の制

約を受けないことになります。

しかし、その要件は「経営者と

一体的な立場で仕事をしてい

る」「自己の出退勤などの労働時

間に裁量権を有している」など

ですので、医師であれば管理監

督者に該当するというわけでは

ないのです。 
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テーマ： 

労働安全衛生法の改正によって、病院は医師についても「客観的な

方法で勤務時間を管理することが義務づけられている」のですが、 

医師の中には「自分は労働基準法上の労働者ではないのではない

か」と思っている人もまだいるんです。 

医師の仕事は、診療、教育、自己研鑽など多岐に渡

っているため、業務内容が労働であるかどうか把握

する必要があります。その点、タイムカードの打刻

で出退勤はわかりますが、院内のどこでどの業務を

どれだけしたか、内容については確認が必要です。 

現在では、スマホ等の機器を活用し、どこにどれく

らい滞在したかが記録化されて確認できるシステム

なども開発されています。 

そういった方法を活用することで、医師の勤務時間の内容を把握することもで

きるのですね。 

確かに、医師の仕事の場所は固定されて

いません。外来、病棟、手術室、医局、

研究室など様々です。そのため、長時間

労働になる可能性があります。 

しかし、労働基準法上、36協定で定め

た以上の時間外勤務はできません。 

したがって、どうしても、労働の範囲を

明確に、文書化することが必要となるの

です。 

 

以上の理由で、医師の過剰な拘束を是正し、適正な労働条件と健全な職場

環境の下で、万全の医療を提供できるようにするための体制づくりが必要

です。この目的を職員全員に共有してもらい、組織全体で改善を進めてい

きましょう。 
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